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要 旨 

 

 本報告では、地域金融機関が地域活性化により貢献していくための方途について、PPP

（公民連携、Public Private Partnership）の観点から考察した。リレーションシップバン

キング（地域密着型金融）の経緯、地域金融機関を取り巻く環境の変化を整理し、地域金

融機関が地域の課題解決に向き合う必要があることを明らかにした。 

 併せて、ペストフのトライアングルを日本の PPP の現状に適用できるように修正・拡

張した「PPPのトライアングル」を用いて、地域金融機関自身と地域の接点を可視化する

ことによって、日常の営業活動と地域の課題解決が結び付いていることを明らかにした。 

 それらを踏まえ、地域の課題解決と金融機関経営を両立するビジネスモデルの在り方と

して、事業再生ノウハウの公共セクターへの応用、多様な金融手段（証券子会社の活用、

セール＆リースバック取引、不動産の流動化、動産担保融資（ABL）等）の活用、クラウ

ドファンディングを活用した預金者との連携を提案した。 


